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に移行した.平均手術時問は両側 119分.片側 109分で

あり,術後平均入院田数4.4日であった.術後 1例で大

腿部の逮御感があったが,その他特に問題となる合併症

はなかった.

10lつり上げ式脂性錆手術の利点
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1994年4月より11月までに. ミズホ製のつり上げ機

を開いて.胆嚢摘出術を32例に,総胆管切開結石摘出術.

肝腫痛 く肝癌)切除術,鼠径ヘルニア修復鮪をそれぞれ

1例に行った.

従来かrっ報告されている安全性,経済性に加えて,1)

胆摘の場合,3点つ牛上げにより気腹法と同じ良視野が

かなりの肥満者でも得られる,2)肝円索のつり上げが

気腹法よりも容易で,この操作により胆滴や総胆管手術.

肝下面の肝腫癒切除術などが艮視野のもとに行える,3)

肝切除の場合.切除断端か!.･)LT)出血の:-)ントローーJLが気

鷹法よりも容易である,などの利点がある, しかし 鼠

径ヘルニアでは,解剖構築の展開が窺腹法よりも劣ると

思われた.

111特異な小腸出血をふた腸回転異常症の1例
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[症例]12歳.男児.晦吐.脱水で入院.急性肝炎,

麻痔性イレウスの診断をこて保存的治療を施行.全身状態

は改善したが,小腺拡張が遷延し,イレウス管造影で小

腸狭窄を認めたため,浄質的疾患を疑い手術を施行した.

non-rotationtypeの腸回転異常症あi).上部小腸に軸

捻転を認め,捻転小腸の腸間膜対側に帯状の壁内出血を

伴一､ていた.小腸部分切除を施行し､経過良好であった.

[考察]捻転小腺の腸間膜対側にみられた帯状の壁内

出血と,腸軸捻転による腸管虚血との関係につき考察す

る.

12)繰 り返す下血で確定診断に難渋したメッケ
ル憩室症の 1例
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症例は下血を繰り返す3歳の男児.近医でメッケルシ

ソチ施行したが有意な集横が認められず当科入院となっ

た.入院後の上部及び下部内祝鏡検嵐 更に小腸造影,

出血シソチでも明かな出血源は同定されなかった,そこ

で5日間連続の出血シソチを施行 し総合的に判断したと

ころ終末回腸付近に出血源があるとの診断であったため,

メッケルシソ予を再検 したところ右下腹部をこ集積が認め

られた.開腹すると回腸遠位側に濃癌を伴うメッケル憩

室が確認され切除施行 した.本症例のようをこ繰り返す消

化管出血部位の同定に連続出血シン子が有用でか 1,メL･′

ケル憩室の診断をこぼメッケルシソチを繰り返し施行する

ことが墓要であると考えられた.

13)先天性胆遺拡張症11例の倹討
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当院で 1977年以降経験 した15歳以下の先天性胆道拡

張症 (以下本症)11例について検討 した.性別は男児 3

例､女児8例で.発症年齢は平均 3.2歳 (1歳-10歳)

であった.全例が生存 しており,腐 後10年以上経過 した

症例は4例であったB病型では嚢腫型7例,紡錘型4例

(総胆管穿孔例 1例を含むlて.陣胆管合流異常は10例

に認められた.術後の再建術式では R-Y吻合8例,壁

腸間置術2例で予穿孔例の1例は敬治手術兼施行であっ

た.近年本症の術後長期経過症例において様々な問題点

が指摘されているが,これら11例の長期予後を中心に検

討を行ったので報告する.


